
人　口／３，１９６人（男／１，５１８人：女／１，６７８人）
世帯数／１，５５５世帯　　　 　　（１１月３０日現在）

■　苫前町表彰式…２
■　苫前町ふるさと教育セミナーほか…３
■　年末年始の各施設・機関の業務ほか…４
■　健康ばんざい…５
■　地域包括ケアだより…６
■　介護ガイド…７
■　国民年金…８
■　学びの広場…９
■　住まいる情報…１０～１１
■　平成２８年度町の決算について…１２～１３
■　町民舞台発表会ギャラリー…１４

迫力のくま獅子舞
　１０月２９日（日）町公民館で開催された町民文化

祭舞台部門で、三毛別ヒグマ事件を題材にした

郷土芸能「くま獅子舞」が１０年ぶりに演じられた。

　苫前町くま獅子舞保存会では、町文化協会５０

周年を機に元少年団員らを集め、総勢１５名で出

演した。客席をにらみつける迫力の獅子舞に来

場者からは大きな拍手が送られていた。
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◆ 功労表彰

〔社会保健功労者〕

　野﨑　信輝（苫　前）

　 生委 ・ 委 として20年にわたり地
域福祉及び住 生活の 上に している。

〔社会保健功労者〕

　前田　久義（栄　浜）

　町 の 業 に2年にわたり 事し、住
の な生活 の 上に 与している。

〔教育文化スポーツ功労者〕

　松岡　満雄（古丹別）故人

　 委 として1年にわたり
の振 に 与するとともに、 の
的 として活 し、 町 振 に 大

な をした。

◆ 勤続表彰

〔自治関係〕

　斎数　範章（苫　前）
　 として 年以上 、町 に対する
町からの 事 及び 査事 に 事し、町

に している。

　石井　正氣（栄　浜）
　 として10年以上 、町 に対する
町からの 事 及び 査事 に 事し、町

に している。　

◆ 善行表彰

　坂川　黙音（　旭　）

　上田　久子（名古屋市）

　角谷　修夫（羽幌町）

　株式会社　ユーラスエナジー苫前
　町の のため、 額の金品を 付した。

◆ 感 謝 状

〔寄　附〕

　白府　睦子（　旭　）

　大関　厚一（横浜市）

　福田　悦雄（東京都）
　町に をし、町 の振 に 与した。

〔満80歳以上で在住60年以上〕

　秋野　　桂子（苫　前）、奥山　　淳二（力　昼）

　秋野　　哲男（苫　前）、小澤　ツネ子（　旭　）

　伊藤　　市子（長　島）、賀川　　喬　（　旭　）

　伊藤　　順一（長　島）、加藤　　京子（　旭　）

　越後　トシ子（苫　前）、加藤　千代一（苫　前）

　逢坂　　幸夫（苫　前）、加藤　　満　（長　島）

　計良　　重夫（苫　前）、野澤　　哲美（苫　前）

　今野　キミヱ（苫　前）、 賀　　敏　（昭　和）

　酒井　　澄子（古丹別）、 井　ハツヨ（岩　見）

　坂田　　和子（古丹別）、早川　トミ子（古丹別）

　佐々木　勝司（力　昼）、坂野　貴恵子（古丹別）

　笹森　　　武（力　昼）、坂野　　　武（古丹別）

　川村　惠美子（苫　前）、福井　　兵吉（古丹別）

　川村　　正雄（興　津）、福田　　　勇（古丹別）

　笹森　　　實（上　平）、松原　　光幸（古丹別）

　佐藤　　正夫（力　昼）、丸山　ミツヱ（力　昼）

　佐藤　　政敏（栄　浜）、向野　　義明（九　重）

　杉野　　イサ（九　重）、村本　　　登（苫　前）

　高﨑　　泰知（　旭　）、森　　壽美子（九　重）

　滝本　美知子（東　川）、八代　　次由（古丹別）

　鳴海　　春江（苫　前）、米村　　米子（力　昼）

　 80 以上で苫前町 に60年以上 住し、 業
等を通じ町の に した。
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苫前町ふるさと教育セミナー・町ＰＴＡ連合会研修会

牛とミルクのある風景絵画 ～ 今彩華さんが北海道教育長賞 ～

苫前町の新米を学校給食に ～ＪＡ苫前町青年部・ＪＡ苫前町水稲推進部会～

学習成果を住民に広く発表 ～苫前商業高等学校体験発表会～
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　10月2日（金） 場町 で さんに20年以上にわたる保護

を めた に対し、 地 保護 の から大臣

が手 された。

　 さんは「 去に４ ほど担当し、いずれも更生され に働い

ている。保護 としてうれしい限り。さらに を引き めて、 の

予 、更生改 にむけ していきたい」と ていた。

さ に

の の のと と す
点 で せ

年 年 ・

役場・古丹別支所業務

苫前クリニック
苫前厚生クリニック公民館・福祉センター

図書室・スポーツセンター

し尿くみ取り業務 歯科診療所の診療ゴミ収集車の運行
年末
12月26日（火）まで平常どおり営業
年始
１月９日（火）から平常どおり営業

【お問い合わせ】
 保健福祉課けんこう係
  64－2215

ななかまどの館公衆浴場 とままえ温泉ふわっと患者輸送車の運行
年末
12月29日（金）まで平常どおり営業
年始
１月４日（木）から平常どおり営業

【お問い合わせ】
 ななかまどの館
  65－4351

※12月15日以降の申込みは、年内
のくみ取りができない場合があり
ます。お申し込みは、苫前環境産
業㈲64－2939へお願いします。

年末
12月29日（金） 古丹別
12月30日（土） 苫　前
年始
１月 ９ 日（火） 苫　前
１月10日（水） 古丹別

【お問い合わせ】
 保健福祉課
 けんこう係
  64－2215

年末
12月29日（金）まで平常どおり収集
年始
１月４日（木）から平常どおり収集

【お問い合わせ】
 保健福祉課
 けんこう係
  64－2215

年末・年始も平常どおり営業

【お問い合わせ】
 とままえ温泉ふわっと
  64－2810

年末
12月29日（金）まで平常どおり
年始
１月９日（火）から平常どおり
臨時窓口
１月４日（木）
午前10時～午後３時（本庁のみ）
【お問い合わせ】
 税務町民課おもてなし係
　　　　　　　　　  64－2213
 古丹別支所　　　  65－3311

年末
12月29日（金）まで平常どおり運行
年始
１月４日（木）から平常どおり運行
〔運行休止日〕
12月30日（土）～１月３日（水）まで

【お問い合わせ】
 保健福祉課けんこう係
  64－2215

苫前クリニック（苫前）
年末　12月29日（金）まで診察
年始　１月４日（木）から平常どおり
〔休診〕12月30日～１月３日
【お問い合わせ】
 苫前クリニック  64－9070
苫前厚生クリニック（古丹別）
年末　12月29日（金）まで平常どおり
年始　１月４日（木）から平常どおり
〔休診〕12月30日～１月３日
【お問い合わせ】
 苫前厚生クリニック  65－3535

年末
12月30日（土）まで平常どおり
図書室のみ12月29日（金）まで
年始
１月６日（土）より平常どおり
（図書室も含む）

【お問い合わせ】
 公民館
  65－4076

いずれも
午前のみ
診療

午前から診療
午後から診療
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１．実施日程 月2 ま
２．場　　所
３．検査方法 ま
４．お申込み先 14
　　　　　　　　
　　　　　　　　 ま

　お問い合わせ 　 14 4 221　

月 1 ま 4 4
   

の が
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身体の変化を知って介護知らずに！
　地域包括支援センターでは、高 者のみなさんに の でできる 動を めしたり、 段の 事

を いしたりしています。そこには、「 で ごし、 たきりになることを 」という目的があ

ります。

　ここ 年、「サル ア」という が レビなどでも取り上げられる になりました。「サル

ア」とは、高 になるに伴って、 が減 している のことです。原 について、まだ完

には していませんが、活動 の や 活動の 、 事の影 などが原 と えられていま

す。 に えていても、 には が なくなっている もいますが、自 していたり、

の が いていたり、というケースは くはありません。

　また、 対に、 や りす 、 が になる もいます。あなたの は、いかがです

か

あなたは予備軍？簡単にチェックしましょう！
　 などで ・ を 定している は、 （

度指 ）の 目の を て

みまし う。「18 」であれば、サル アの 険

が高まります。

　サル アを するには、上 の や

、 行 度から 定する必要があり、予 の が

しいのですが、「 いきいき 」では、年２回定 的に

行 度や などの 定を 施しています。 、

自 の 動 を簡易に する として活用して

ください。

　そのほかの簡易な自 として、 の「指 っか スト」があります。 で「 めない」「ち

うど める」「 間ができる」の にサル アの が高いということがわかります。

危険性が高いときはどうしたらいいの？
　まず、 事と 動の について振り ってみまし う。 事では、たん く （ 、 、 、

品、 類など）を やすことが大 です。 か１品で いので、毎回 事の に含まれているか

してみてください。

　 がいっ いになってしまうという は、ご の を なくして、たん く の かずを す、

間 に 品を る、といった も です。また、 を動かして日 に活動することで、

を じるようにすることも大 です。

太り気味で、病気の治療中という方は？
　 の で を やし ないよう から指 されている にとっては、 な を 、

理することが大変 要になってきます。 の 事 や間 の種類、回 などを し、改 でき

ることはないか えてみまし う。

　また、 の を ために、定 的な受 、処 された の を ることも大 です。

について な は、自分で せずに、かかりつけの や に相談するようにしまし う。

体格に関係なくできることは？
　サル アの 険 が高い も の も、 動の を に付けることが 果的な になり

ます。苫前町では「 いきいき 」を介護予 事業などで しています。どのような なの

か のある は、「 いきいき 」に して してみてください。

　 間は での 行 動に転 の 険 が高まるので、 で に 動することが必要です。

のある ではありませんが、「 は なり」で、 を に えられるよう から始めてみ

ませんか

………………………………………………………………………

指輪っかテスト

と
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お問い合わせ　苫前町保健福祉課しあわせ係　  0164－64－2215（内線124）まで

……………………………………………………………………………

　日常生活の自立を助けたり、介護者の負担を軽くするために購入した特定福祉用具のうち、排せつ・
入浴など貸与になじまないもの（厚生労働大臣が定めるもの）を購入した場合、必要な書類を申請する
ことにより、支払金額の９割（一定以上所得者は８割）を後から払い戻しできるサービスです。

　・腰掛便座（ポータブルトイレ、便座の底上げ部材を含む）
　・特殊尿器（自動排せつ処理装置の交換部品）
　・入浴補助具（浴槽用手すり、入浴用いす、入浴用介助ベルト等）
　・簡易浴槽　・移動用リフトのつり具

《ご注意下さい》
　・福祉用具販売の指定を受けている事業所から購入する場合にのみ保険給付の対象となります。
　・要介護度にかかわらず、毎年４月から翌年３月までの１年間で10万円（支給は９万円又は８万円）が
上限額となります。同一品目は原則１年に１回のみが支給対象です。

　・購入前に、担当ケアマネージャーまたは地域包括支援センターへご相談ください。

【福祉用具購入費の支給】

　介護に必要な手すりの取り付け、段差解消などの小規模な住宅改修を行う場合に、
厚生労働大臣が定めた改修の種類であれば改修後、支払金額の９割（一定以上所得者
は８割）を払い戻しできるサービスです。
　苫前町では「償還払い」のほか、一時的な負担軽減を行い住宅改修制度を利用しや
すくするため、「受領委任払い※」制度を定めています。
　「受領委任払い」とは、利用者は費用額の１割又は２割のみを登録施工業者に支払い、保険給付分の
９割又は８割は受領に関する委任を受けた登録施工業者に直接支払う制度です。

　・手すりの取り付け　・段差や傾斜の解消　・引き戸等への扉の取り替えや扉の撤去
　・滑りにくい床材及び移動しやすい床材又は通路面の材料の変更　・洋式便器等への便器の取り替え
　・その他上記の住宅改修に付帯して必要となる改修工事

【住宅改修費の支給】

【※ご注意ください※】
　・要介護度にかかわらず、20万円（支給は18万円又は16万円）が上限額となります。
　・介護保険被保険者証に記載された住所での改修が対象となります。
　・住宅の新築に伴う改修やリフォームは支給対象になりません。
　・転居や要介護度が著しく高くなった場合は、再度支給を受けることができます。

ケアマネジャー等に相談し、
ケアマネジャー等に相談します。

工事を始める前に、住宅改修が必要な理由書や申請書、改修予定箇所の写真（日付入）等、必要

書類を提出、改修の申請をします。

・審査結果を受けてから着工します。

・改修後、写真を撮影します。（日付入）

・改修費用の１割又は２割を事業者に支払いま

す。

・審査結果を受けてから着工します。

・改修後、写真を撮影します。（日付入）

・改修費用を して事業者に支

払います。

工事が完了後、 の領収書や改修

が完成した写真（日付入）等を提出します。

工事が完了したら、領収書や改修が完成した写

真（日付入）等を提出します。
続

支給決定通知書が届いた後、 へ９割又は

８割分の住宅改修費が振り込まれます。

支給決定通知書が届いた後、 へ９割又

は８割分の住宅改修費が振り込まれます。

介護保険で利用できるサービスには次のようなものがあります！

前に

修前に




